
　

郷土歴史資料館（金津本陣 IKOSSA ２階）
休館日　月曜日・第四木曜日

※ これらの日が祝日の場合はその翌日
開館時間  9時30分 ～ 18時（最終入館17時30分）
問合せ　☎ 73-5158

国体がやってくる！国体 がやってくる！
平成 30 年 開催！

福井しあわせ元気国体マスコット 
はぴりゅう

　昭和 43 年の福井国体（第 23 回国民体育大会）では、
東レ金津バレーボール女子が５位に入賞し、福井国体天
皇杯優勝に貢献しています。
　その 10 年ほど前、私が大学のバレーボール部だった
ころ、西舞鶴高校でコーチをしていた先輩からのお誘い
で、東レ金津との強化合宿のお手伝いをしたことがあり
ます。当時、東レ金津の監督をされていた故・北川昭治
先生とも懇意にさせていただいていたので、練習後の懇
談会は大いに楽しく、懐かしい思い出となっています。
それが東レ金津との出会いでした。
　その後、昭和 35 年４月から福井実業高校男子バレー
ボール部の監督に就任し、福井国体出場に向けて取り組
んでいました。福井国体では県全体の選手の強化部長と
して、取り組みました。その後の人生も、福井工業大学
のバレーボール監督として歩んできました。
　また、旧金津町は町技がバレーボールでしたし、旧芦
原町もバレーボールが盛んな町でした。そこで、特筆す

思い出の福井国体

国体準備室では、福井国体の思い出や写真を募集しています。
問合せ　国体準備室（スポーツ課内）　☎ 73-8043
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郷土歴史資料館 イベント

　横山古墳群は、国道８号の中川交差点から瓜生交差
点辺りまでと、そこから坂井市丸岡町坪江・川上に広
がっている丘陵地帯に点在しており、中川を上にして
上空から見ると L 字型をしています。300 基を超える
北陸最大級の古墳総数もさることながら、その中に越
前で築かれた前方後円墳の約四分の一が集中すること
でも、研究者の間で注目を浴びています。
　本展では、数少ない発掘事例で、横山古墳群中最大
である神

かん
奈
な

備
び

山
やま

古墳の出土品を中心に展示をしていま
す。その中には須恵器や馬具、玉、耳飾りなど、この
地方に強大な勢力があったことを感じさせる資料が多
数あります。本展示からあわら
市の古代をご想像ください。

と　き　３月 22 日（日）まで
ところ　一般展示室

（IKOSSA ２階）
入場料　無料

郷土歴史資料館 イベント金津本陣 IKOSSA に

歴史を学びにいこっさ！

⑩ ２巡目福井国体に期待
（古屋石塚　野嶋　利榮さん）

コラム　あわら市の文化財・史跡探訪
第５回　福井県指定文化財（史跡）　千束一里塚

　慶長 9（1604）年 、江戸幕府は東海、東山、北陸の諸
街道を整備し、江戸日本橋を起点に一里塚を造らせました。
一里塚の目的は、各地への里程（一里は約 3.9km）と人馬
賃の目安とし、旅人の便宜を図ったものです。
　北陸道の道幅は三間（約 5.5m) で、一里ごとに道の
両側に五間（約 9.1m）四方の塚を造り、塚が崩れない
ようにエノキなどを植えました。千束一里塚には、当初
東側に 2 本、西側に 1 本のエノキがあり、旅人は木陰で
しばしの休息を楽しんだと
されています。明治以降、
道路が拡張された際に、東
側の一里塚が取り壊され、
現在は西側の一里塚だけが
残されています。

▲

現
在
の
千
束
一
里
塚

　（
花
乃
杜
三
丁
目
）

▲神奈備山古墳　出土須恵器

べき戦績を残した選手がいらっ
しゃるので紹介します。昭和 37
年、船谷健治さん（中番）が、
福井実業高校２年時に東京オリ
ンピックの強化選手に選抜され
東西対抗戦で西軍のエースとし
て活躍したほか、実子の幸

さち
さん

が平成４年の氷上高校３年時に
インターハイで優勝しています。
更に、藤野郁

あや
子
こ

さん（田中々）
が平成７年に実業団シーガルズ
在籍中に、国体で２連覇してお
り、大いに誇りに思っています。
　４年後、福井国体成年男女バレーボール競技のあわら
市開催を控え、市民総参加のもと好成績を挙げ、大成功
のうちに終えることができるよう深く念じています。

あわら市 観光白書
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光
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あ
わ
ら
温
泉
の
宿
泊
客
数
は
80
万
８
４
０
０

人
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
内
訳
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
内
や
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陸
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少
し
た
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都
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、

中
国
・
四
国
か
ら
の
宿
泊
客
数
は
、
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
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、
平
成
27
年
３
月
の

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
向
け
て
、
全
国
的

な
注
目
が
北
陸
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
舞

鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
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入
り

込
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日
帰
り
客
数
は
99
万
９
２
０
０
人
で
、
前

年
と
比
較
し
て
27
万
８
０
０
人
、
37
・
２
％

と
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
４
月
に
あ
わ
ら
温
泉

湯
の
ま
ち
広
場
に
オ
ー
プ
ン
し
た
芦
湯
の
入
り

込
み
数
が
純
増
し
、
そ
れ
に
伴
う
湯
け
む
り
横

丁
の
入
り
込
み
数
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、「
ち
は
や
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る
ｗ
ｅ
ｅ
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泉
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な
ど
、
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た
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ベ
ン
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の
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り

込
み
数
を
伸
ば
し
て
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と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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あ
わ
ら
市
全
体
で
見
た
増
加
の
要
因
と
し

て
は
、
芦
湯
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

観
光
施
設
の
整
備
や
素
材
の
磨
き
上
げ
を
進

め
て
い
る
こ
と
や
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る

県
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
に
よ
る
あ

わ
ら
温
泉
の
知
名
度
向
上
が
、
県
外
か
ら
の
集

客
増
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
対
応

ま
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づ
く
り
で
に
ぎ
わ
い
を
創
出

　
あ
わ
ら
温
泉
で
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

後
も
引
き
続
き
、
国
や
県
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
温
泉
情
緒
あ
ふ
れ
る
華
や
ぎ
の
ま
ち
の
創

出
と
、
地
域
で
観
光
客
の
お
も
て
な
し
が
で

き
る
空
間
の
形
成
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
イ

ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

温
泉
街
へ
の
人
の
流
れ
と
回
遊
性
の
創
出
に

努
め
ま
す
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｒ
芦
原
温
泉
駅
周
辺
に
お
い
て

は
、
金
津
本
陣
に
ぎ
わ
い
広
場
の
観
光
拠
点
施

設
「
ａ
キ
ュ
ー
ブ
」
を
核
と
し
て
、
金
津
本

陣
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
ま
で
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

回
遊
ル
ー
ト
の
修
景
や
誘
導
案
内
サ
イ
ン
の

整
備
、
金
津
本
陣
飾
り
物
展
示
施
設
の
整
備

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て
、
映
画
「
利
休
に
た

ず
ね
よ
」
や
「
サ
ク
ラ
サ
ク
」
な
ど
を
手
掛

け
た
田
中
光
敏
監
督
に
よ
る
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
の
展
開
や
、

漫
画
「
ち
は
や
ふ
る
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
全
国
的
な
市
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社

に
よ
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
北
陸
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ

れ
、
北
陸
が
全
国
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
、
訪
れ
る
観
光

客
が
増
え
る
中
、
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
に
向
け
、

着
地
型
商
品
の
充
実
や
二
次
交
通
の
整
備
な

ど
、
満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
事

業
者
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
あ
わ
ら
温
泉
で
平
成
27
年
に
開
催

さ
れ
る
開
湯
１
３
０
周
年
祭
を
機
に
、
定
期

的
な
イ
ベ
ン
ト
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
客
を
も
て
な
す
体

制
を
整
え
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
る
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
に
向
け
、「
温
泉
旅
館
に
泊
ま

る
」
と
い
う
日
本
独
自
の
文
化
の
魅
力
を
最
大

限
に
生
か
し
た
誘
客
を
図
る
と
と
も
に
、
受
け

入
れ
体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
域
連
携
で
北
陸
の
魅
力
発
信
を

　
広
域
的
な
観
光
戦
略
で
は
、「
越
前
加
賀
広

域
観
光
推
進
協
議
会
」
や
「
福
井
坂
井
奥
越

広
域
観
光
圏
推
進
協
議
会
」、「
芦
原
温
泉
駅

ブ
ロ
ッ
ク
観
光
開
発
協
議
会
」、「
越
前
加
賀

宗
教
文
化
街
道
～
祈
り
の
道
～
推
進
協
議
会
」

な
ど
を
通
じ
て
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
た
情

報
発
信
や
施
策
の
展
開
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
施
策
に
お
け
る
広
域
連
携
の
メ
リ
ッ

ト
は
、「
越
前
」「
加
賀
」「
北
陸
」
と
い
っ
た

エ
リ
ア
を
前
面
に
押
し
出
し
て
情
報
を
発
信

し
、
各
地
の
観
光
素
材
を
生
か
し
た
集
客
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
各
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
生
か
し
、
観
光
素
材
や
交
通
ア
ク
セ
ス
等

に
つ
い
て
、
統
一
し
た
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

「
あ
わ
ら
」
の
魅
力
向
上
へ
と
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

問
合
せ
　
観
光
商
工
課
　
観
光
Ｇ

☎
７
３-

８
０
２
９

39.4％

21.4％

20.2％

10.3％
8.7％ 関西地方

　32 万 5000 人

平成 26 年あわら市
地域別観光客数（県外客）

北陸地方  
　16 万 6600 人

中京地方  
　17 万 6900 人

関東方面  
　8 万 4900 人

その他  7 万 2100 人

平成 26 年あわら市
観光地別入り込み客数

あわら温泉
　82 万 8400 人

農産物直売所きららの丘
　22 万 800 人

45.5％

12.1％
7.6％

7.5％
7.0％
6.3％

14.0％

金津創作の森
　13 万 5900 人

ゴルフ場  13 万 7600 人

北潟湖畔  12 万 8400 人

芦湯  11 万 3700 人

その他（セントピアあわら、
　吉崎御坊など）  25 万 4400 人

冬季企画展　開催中！
北陸最大級の横山古墳群－神奈備山古墳とその系譜－
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